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社会や現場を知らないで勉強している皆さんへ

一度、高田工務店へ遊びに来ませんか？

左のこの写真、下小屋にて構造材を加工しています。

コロナ渦やウクライナ侵攻など世の中が大きく変わり、レ

ストランの予約から支払いまで、人と対面しなくても済ま

せることができるようになりました。建築業界でも省力化

が進み、人の手から機械に頼る事が普通になりました。し

かし、私たちは今回も構造材を下小屋で加工、しかも構造

架構の模型を作りました。なぜだと思いますか？

造る事を知って、感じて、自分の将来の可能性を見つけて

みませんか？

お問合せ・申し込みは、コチラ

高田工務店

オープンデスク

はじめます。

え・・・工務店でオープンデスク？ 工務店って何するの？ 建築会社と違うの？ 家を造る会社？ 職人さんが一生懸命働く

場所？ 実は、職人仕事以外に設計、現場監督、法律や金融知識を持ったコンサルティング事務など様々な仕事を少人数で

進めています。工務店に仕事をまかせる事はあっても自分が職人として働くことはないかな・・・と思ったでしょ？

ドイツでは11才の時に将来手工業（職人）で社会に参画するかを自らの意志で決めるそうです、そして社会に出るまでの

長い時間を掛けて職の体験と学校の勉強を並行して進めるそうです。学生時代に家を造る事は珍しいことではなく。造るを

経験した上で建築という勉強を高等教育で受ける事が一般的なのだそうです。

うらやましくないですか？私はうらやましいと思いました。まだ人生の進路に選択の余地があり、時間がたっぷりある学生

時代に造るを体験し学校を飛び出せるんです。社会と学校は違います、社会に出るときには受験や偏差値は関係ありません

社会の為に働けるか働けないかにかかっています。造ることを経験してなくて様々な仕事を進めるのでしょうか？その疑問

、解いてみたくないですか？

本年7月～11月の期間限定の企画です。


